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逮
捕
請
求
は
大
法
廷
で
審
理

ア
ン
ド
リ
ウ
カ
イ
テ
ィ
ス
委

員
長
の
署
名
入
り
書
簡
は
、

「
Ｅ
Ｕ
は
伯
国
の
衛
生
管
理

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
に
疑
い

を
持
っ
て
い
る
」
と
し
た
上

で
、「
最
近
の
政
治
、
司
法

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
伯
国
当

局
の
行
為
能
力
へ
の
信
用
を

低
下
さ
せ
た
」
と
ま
で
書
き

記
し
て
い
る
。

　

５
月
２
日
か
ら
１
２
日
ま

で
に
、
Ｅ
Ｕ
保
健
総
局
の
職

員
は
伯
国
食
肉
業
者
に
対
す

る
監
査
を
行
い
、「
調
査
を

行
っ
た
部
門
の
大
部
分
で
重

大
な
不
備
が
あ
っ
た
」
と
結

論
付
け
た
。「
不
備
」
は
、

衛
生
基
準
そ
の
も
の
と
、
実

際
の
検
査
方
法
の
両
方
を
指

し
て
い
る
。

　

欧
州
委
員
会
は
伯
国
か
ら

の
馬
肉
の
輸
入
を
禁
じ
る
と

し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
輸
入

規
模
の
小
さ
い
馬
肉
禁
輸
で

警
告
を
出
し
、
今
後
も
問
題

が
改
善
さ
れ
な
い
な
ら
、
牛

肉
や
鶏
肉
に
禁
輸
を
拡
大
す

　

１
３
日
、
エ
ウ
ニ
シ
オ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
上
院
議
長
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

は
、
１
４
年
大
統
領
選
で
次
点
だ
っ
た
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
上
議
（
民
主
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
停
職
処
分
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
最
高
裁
の
指
摘
に
対

し
、
最
高
裁
の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
報
告
官
で
あ
る
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン

判
事
が
停
職
処
分
の
あ
り
方
を
決
め
て
く
れ
れ
ば
、
処
分
を
遂
行
す
る
と
答
え
た
。

１
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

党
首
の
ロ
メ
ロ
・
ジ
ュ
カ
ー
、

前
上
院
議
長
の
レ
ナ
ン
・
カ

リ
ェ
イ
ロ
ス
両
上
議
は
「
暫

定
命
令
だ
け
で
議
員
を
停
職

に
は
で
き
な
い
」
と
し
、
最

高
裁
側
の
ま
と
ま
っ
た
判
断

を
求
め
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
テ
メ
ル
大
統

領
な
ら
び
に
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
側
に

と
っ
て
は
、
ア
エ
シ
オ
氏
が

停
職
に
な
ら
な
い
方
が
都
合

が
良
い
。
同
党
は
、
テ
メ
ル

連
立
政
権
か
ら
の
離
脱
も
考

慮
し
て
い
た
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
に
対

し
、「
１
８
年
の
大
統
領
選

挙
で
の
協
力
」
と
「
ア
エ
シ

オ
氏
の
上
議
罷
免
回
避
へ
の

協
力
」
を
申
し
出
て
、
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
が
連
立
に
残
る
よ
う
交

渉
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
エ
シ
オ
氏
と
そ
の
関
係

者
の
件
は
当
初
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
の

報
奨
付
供
述
を
承
認
し
た

フ
ァ
キ
ン
判
事
の
管
轄
下
に

あ
り
、
大
統
領
と
ア
エ
シ
オ

氏
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ
シ
ャ
・

ロ
ウ
レ
ス
元
下
議
の
３
人
が

収
賄
と
捜
査
妨
害
、
犯
罪
組

織
形
成
の
罪
で
捜
査
対
象
と

さ
れ
た
が
、
大
統
領
と
ア
エ

　

１
３
日
、
聖
市
市
議
会
所

の
内
部
で
、
カ
ミ
ロ
・
ク
リ

ス
ト
ー
フ
ァ
ロ
市
議
（
ブ
ラ

ジ
ル
社
会
党
）
が
、
以
前
は

労
働
者
党
の
名
物
上
院
議
員

と
し
て
も
知
ら
れ
た
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
ス
プ
リ
シ
ー
市
議

の
側
近
に
暴
力
を
振
る
い
、

携
帯
電
話
を
壊
す
な
ど
の
行

シ
オ
氏
か
ら
の
申
し
出
で
、

別
扱
い
と
っ
た
。
現
在
の
ア

エ
シ
オ
氏
の
件
の
報
告
官
は

マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
リ
オ
・
メ

ロ
判
事
で
、
１
３
日
に
は
第

一
小
法
廷
が
ア
ン
ド
レ
ア
氏

へ
の
人
身
保
護
令
適
用
を
拒

否
す
る
判
決
を
下
し
た
。

　

ま
た
、
上
院
は
１
４
日
に

ア
エ
シ
オ
氏
の
名
前
を
パ
ネ

ル
か
ら
外
し
た
上
、
同
氏
へ

の
給
与
支
払
い
や
公
用
車
使

用
は
５
月
１
８
日
か
ら
差
し

止
め
ら
れ
て
い
る
と
の
文
書

を
最
高
裁
に
提
出
し
た
。

　

な
お
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
は

５
月
１
８
日
に
、
ア
エ
シ
オ

氏
を
停
職
に
す
れ
ば
犯
罪
を

繰
り
返
す
心
配
は
な
い
と
判

断
し
た
が
、
検
察
庁
側
が
ア

フ
ァ
キ
ン
判
事
の
命
令
が
曖
昧
？

る
と
の
シ
グ
ナ
ル
を
伯
国
に

送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
伯
国
に
と
っ

て
２
番
目
の
鶏
肉
輸
出
相

手
（
昨
年
の
輸
出
額
は

１
０
億
７
４
０
万
ド
ル
）で
、

牛
肉
も
３
番
目
の
輸
出
相
手

（
６
億
８
５
０
０
万
ド
ル
）

だ
。

　

欧
州
委
員
会
は
ま
た
、
伯

国
当
局
の
Ｃ
Ｆ
作
戦
不
徹
底

も
批
判
し
て
い
る
。
伯
国
当

局
は
２
１
の
食
肉
業
者
を
国

外
輸
出
禁
止
に
し
た
が
、
Ｅ

Ｕ
か
ら
の
書
簡
に
は
、「
農

務
省
は
、
２
１
の
食
肉
業
者

以
外
を
捜
査
す
る
こ
と
も
、

衛
生
検
査
シ
ス
テ
ム
を
強
化

惑
が
発
覚
し
て
以
来
、
Ｅ
Ｕ

の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
た
め

の
措
置
を
何
も
と
っ
て
こ
な

か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

Ｃ
Ｆ
作
戦
は
、
伯
国
の
食

肉
加
工
会
社
が
、
品
質
監
査

担
当
職
員
に
賄
賂
を
払
う
こ

と
で
、
基
準
を
満
た
さ
な
い

製
品
の
流
通
の
許
可
を
得
て

い
た
こ
と
を
暴
い
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
保
健
及
び
食
品
安

全
委
員
会
の
ヴ
ィ
テ
ニ
ス
・

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
産
食

肉
の
主
要
輸
出
先
の
一
つ
で

あ
る
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

が
、
伯
国
か
ら
の
食
肉
輸
入

を
禁
止
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
伯
国
に
伝
え
て
い
る
と
、

１
４
日
付
伯
字
紙
各
紙
が
報

じ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
政
策
執
行
機
関
で

あ
る
欧
州
委
員
会
が
、
ブ
ラ

イ
ロ
・
マ
ッ
ジ
農
相
に
宛
て

た
書
簡
に
は
、
伯
国
は
、
３

月
の
連
警
に
よ
る
カ
ル
ネ
・

フ
ラ
ッ
カ
（
Ｃ
Ｆ
）
作
戦
に

よ
り
、
食
肉
品
質
偽
装
疑

強
い
口
調
で
非
難
の
書
簡
届
く

大
学
病
院
へ
の
需
要
が
増
加

手
始
め
に
馬
肉
が
禁
輸
に

す
る
た
め
の
具
体
案
作
成
も

必
要
な
い
と
判
断
し
た
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
３
月
中
旬
よ
り
、

伯
国
か
ら
の
食
肉
検
査
を
強

化
し
た
。
そ
の
結
果
、
９
３

の
違
反
を
指
摘
し
、
９
０
の

積
み
荷
の
受
け
取
り
を
拒
否

し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
伯
国
に

対
し
、
出
荷
す
る
前
に
、
微

生
物
検
査
を
す
る
事
も
求
め

て
い
る
。

　

ア
ン
ド
リ
ウ
カ
イ
テ
ィ
ス

委
員
長
は
、
今
年
の
年
末
に

Ｅ
Ｕ
は
新
た
な
代
表
団
を
伯

国
に
派
遣
す
る
と
し
、「
状

況
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
保

護
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
も

止
む
を
得
な
い
」
と
し
た
。

　

伯
国
の
マ
ッ
ジ
農
相
は
、

未
だ
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
書
簡
に

公
式
に
返
答
し
て
お
ら
ず
、

伯
国
と
Ｅ
Ｕ
の
外
交
官
の
間

に
は
不
信
の
種
が
芽
生
え
始

め
て
い
る
と
い
う
。

行
っ
て
お
ら
ず
、
弁
護
人
も

「
処
分
に
は
既
に
従
っ
て
い

る
」
と
反
論
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
上
院
に
は
１
３
日

現
在
も
同
氏
の
執
務
室
が
あ

り
、
投
票
結
果
を
示
す
パ
ネ

ル
や
現
職
上
議
の
名
簿
に
も

名
前
が
残
っ
て
い
た
。ま
た
、

同
氏
に
代
わ
る
補
欠
上
議
も

未
指
名
だ
。

　

こ
の
状
況
に
、
最
高
裁
側

は
「
停
職
命
令
か
ら
１
カ
月

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
最
高
裁
の
命
令
に
従
っ

て
い
な
い
」
と
上
院
側
の
態

度
を
問
題
視
し
た
。

　

エ
ウ
ニ
シ
オ
議
長
は
こ
れ

に
対
し
、「
上
院
の
規
定
や

憲
法
に
は
停
職
に
関
す
る
項

目
が
な
く
、
停
職
処
置
が
取

れ
な
い
」
と
、
最
高
裁
側
に

具
体
的
な
指
示
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
関
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ

ブライロ・マッジ農相
（Marcelo Camargo/Agência Brasil）

アエシオ氏
（Valter Campanato/ Agência Brasil）

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
は
任
期
保
持
約
す
が

聖州内陸部

エ
シ
オ
氏
逮
捕
を
強
く
求
め

て
い
る
た
め
、
最
高
裁
は

２
０
日
の
大
法
廷
で
同
氏
逮

捕
の
必
要
に
つ
い
て
の
審
理

を
行
う
こ
と
に
決
め
た
。

為
に
も
及
ん
で
話
題
を
呼
ん

だ
。
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ァ
ロ
議

員
は
直
前
に
市
議
会
の
渡
り

廊
下
で
セ
ン
ト
ロ
の
ブ
ラ
ス

に
あ
る
「
早
暁
市
」
の
関
係

者
の
若
者
か
ら
抗
議
行
動
を

受
け
て
い
た
が
、
そ
の
模
様

を
ス
プ
リ
シ
ー
氏
の
側
近
が

携
帯
電
話
で
録
画
し
た
た
め

に
、
近
づ
い
て
も
み
合
い
に

な
り
、
携
帯
電
話
を
床
に
叩

き
付
け
た
。
同
市
議
は
３
月

に
も
議
会
所
内
で
女
性
市
議

と
大
喧
嘩
を
し
て
話
題
と
な

り
、
そ
の
際
も
そ
の
様
子
を

録
画
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
３
日
、
聖
市
で
、
妊
娠

７
カ
月
の
恋
人
ジ
ェ
シ
カ
・

ポ
ン
テ
ス
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
さ

ん
を
殺
害
し
た
容
疑
で
２
８

歳
の
バ
ス
運
転
手
ド
ウ
グ
ラ

ス
・
ア
パ
レ
シ
ー
ド
・
シ
ケ

イ
ラ
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ

た
。ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
は
８
日
、

東
部
シ
ダ
ー
デ
・
リ
ー
デ
ル

の
森
林
の
中
で
遺
体
で
発
見

さ
れ
た
が
、
遺
体
の
首
に
絞

め
ら
れ
た
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
た
。
シ
ケ
イ
ラ
容
疑
者

は
恋
人
の
妊
娠
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
に
犯
行
に

及
ん
だ
と
い
い
、
殺
害
に
友

人
の
協
力
も
得
て
い
た
と
い

う
。
お
腹
に
い
た
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
と
を
思
う
と
や
る
せ
な

い
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
１
５
日
は
聖
体
祭
の

た
め
祝
日
の
伯
国
。
こ
の
日

の
名
物
と
い
え
ば
、
各
地
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
色
を
つ

け
た
お
が
く
ず
や
花
び
ら
を

細
か
く
敷
き
詰
め
て
、
ひ
と

つ
の
路
上
ア
ー
ト
に
発
展
さ

せ
た
「
タ
ペ
ッ
チ
」
が
有
名

だ
が
、
そ
れ
を
見
る
た
め
に

出
か
け
る
人
も
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。
幸
い
に
し
て
天
気

は
好
転
す
る
よ
う
な
の
で
、

見
物
な
ど
に
は
良
い
日
和
に

な
り
そ
う
だ
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
の
張
本

人
、
同
社
社
主
の
ジ
ョ
エ
ズ

レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
氏
が
１
１

日
に
帰
国
し
、
連
邦
検
察
庁

と
連
邦
警
察
で
新
た
な
供
述

を
行
っ
た
。
１
４
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
が
行
っ

た
報
奨
付
供
述
は
そ
の
一
部

が
５
月
１
７
日
に
漏
れ
、
翌

１
８
日
に
正
式
に
承
認
さ
れ

た
。
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
は
司

法
取
引
に
関
す
る
契
約
書
に

署
名
後
、
家
族
と
共
に
国
外

に
出
て
い
た
が
、
今
回
は
、

ル
ー
ラ
元
大
統
領
と
ジ
ウ
マ

前
大
統
領
に
対
す
る
賄
賂
の

支
払
い
に
関
し
て
、
再
供
述

を
求
め
ら
れ
て
帰
国
し
た
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
と
ジ
ウ

マ
前
大
統
領
へ
の
賄
賂
は
、

５
月
１
２
日
に
連
警
が
行
っ

た
ブ
リ
ッ
シ
ュ
作
戦
で
摘
発

さ
れ
た
、
社
会
経
済
開
発
銀

行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
か
ら
の

不
正
融
資
へ
の
見
返
り
と
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｂ
は
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
政
権
時
代
に
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ

Ｓ
か
ら
８
１
０
０
万
ド
ル
の

不
正
融
資
を
受
け
、
世
界
的

企
業
に
成
長
し
た
。
検
察
庁

と
連
警
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
か

ら
の
不
正
融
資
と
元
、
前
大

統
領
へ
の
賄
賂
の
支
払
い
に

つ
い
て
よ
り
詳
細
な
供
述
を

得
る
た
め
に
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ

イ
氏
を
呼
び
戻
し
た
。

　

ブ
リ
ッ
シ
ュ
作
戦
は
ジ
ョ

エ
ズ
レ
イ
氏
ら
の
報
奨
付
供

述
が
漏
れ
る
５
日
前
に
行
わ

れ
た
が
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏

は
供
述
内
容
の
漏
洩
後
、
家

族
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
家
族
同
伴
で
伯

国
を
出
国
。
一
部
メ
デ
ィ
ア

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
と

報
じ
て
い
た
が
、
本
人
は
危

険
を
避
け
る
た
め
、
中
国
に

い
た
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｓ
か
ら
の
賄
賂
の
件

は
司
法
取
引
が
認
め
ら
れ
た

後
に
公
開
さ
れ
た
報
奨
付
供

述
の
中
に
入
っ
て
い
た
が
、

ル
ー
ラ
氏
は
「
証
言
内
容
を

見
て
い
な
い
た
め
答
え
ら
れ

な
い
」
と
し
、
ジ
ウ
マ
氏
も

「
１
０
年
選
挙
で
も
１
４
年

選
挙
で
も
、
企
業
に
違
法
献

金
を
頼
ん
だ
り
、
受
け
取
っ

た
り
し
た
事
実
は
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。

　

民
間
の
保
健
プ
ラ
ン
を
失

う
人
が
増
え
、
統
一
医
療
保

健
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
の

需
要
が
高
ま
る
中
、
聖
州
内

陸
部
で
は
、
治
療
が
困
難
な

病
気
治
療
の
要
と
さ
れ
る
大

学
病
院
が
需
要
増
に
対
応
し

き
れ
ず
に
い
る
と
１
４
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

大
学
病
院
の
需
要
増
を
示

す
例
は
、
救
急
外
来
と
小
児

科
集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

を
一
時
閉
鎖
し
た
聖
州
立
カ

ン
ピ
ー
ナ
ス
大
学
の
ク
リ
ニ

カ
ス
病
院
（
Ｈ
Ｃ
）
だ
。
同

Ｈ
Ｃ
で
は
５
月
に
、
小
児
科

の
救
急
外
来
を
１
週
間
、
大

人
の
救
急
外
来
は
２
４
時
間

閉
鎖
し
て
い
る
。
小
児
科
Ｉ

Ｃ
Ｕ
は
１
０
人
の
と
こ
ろ
に

１
４
人
が
入
院
中
だ
。

　

大
人
の
救
急
外
来
の
閉
鎖

は
、
２
８
台
し
か
置
け
な
い

担
架
を
７
２
台
置
く
ほ
ど
混

雑
し
て
起
き
た
。
当
時
の
入

院
患
者
の
５
０
〜
６
０
％
は

救
急
外
来
か
ら
回
さ
れ
た
人

で
、
病
棟
内
は
医
師
の
回
診

な
ど
に
も
支
障
を
き
た
す
ほ

ど
の
過
密
状
態
だ
っ
た
。

　

外
来
閉
鎖
中
の
５
月
２
６

日
に
は
、
胸
の
痛
み
な
ど
を

訴
え
て
来
院
し
た
４
９
歳
の

女
性
が
他
の
施
設
に
回
る
よ

う
求
め
ら
れ
た
が
、
市
立
の

保
健
所
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

心
筋
梗
塞
で
死
亡
す
る
と
い

う
事
態
も
発
生
し
、
調
査
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

同
病
院
で
は
、
妊
娠
中
毒

症
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、

妊
娠
３
０
週
で
２
９
歳
の
妊

婦
が
６
時
間
待
た
さ
れ
た
、

入
り
口
の
担
架
で
待
た
さ
れ

た
５
０
歳
の
女
性
が
ド
レ
ー

ン
を
抜
い
て
も
ら
う
ま
で
４

時
間
待
た
さ
れ
た
な
ど
の
不

都
合
は
日
常
茶
飯
事
だ
。

　

ソ
ロ
カ
バ
市
の
レ
ジ
オ
ナ

ル
病
院
は
、
近
隣
４
８
市
か

ら
の
患
者
が
来
院
し
、
聖
州

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
医
学
部
生

が
研
修
を
行
う
病
院
で
も
あ

る
が
、
超
過
密
状
態
の
上
、

オ
ム
ツ
や
ポ
マ
ー
ダ
な
ど
の

必
需
品
も
事
欠
く
。
３
月
に

は
、
基
本
的
な
資
材
や
機
器

の
不
足
、
劣
悪
な
衛
生
状
態

な
ど
の
訴
え
を
受
け
た
当
局

の
監
査
も
受
け
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
リ

ベ
イ
ロ
ン
・
プ
レ
ッ
ト
校
の

Ｈ
Ｃ
で
は
病
床
が
足
り
ず
、

救
急
車
の
中
で
診
察
。
整
形

外
科
の
手
術
を
５
年
間
待
っ

て
い
る
患
者
も
い
る
。

　

マ
リ
リ
ア
連
邦
大
学
の
Ｈ

Ｃ
で
は
、
機
材
の
故
障
で
放

射
線
療
法
中
断
と
い
う
患
者

が
い
る
し
、
サ
ン
カ
ル
ロ
ス

連
邦
大
学
大
学
病
院
も
、
近

隣
の
病
院
閉
鎖
で
、
患
者
数

が
６
０
％
以
上
増
え
た
。

　

州
保
健
局
は
、
大
学
病
院

の
改
修
や
拡
張
へ
の
投
資
は

行
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の

料
金
表
は
５
年
間
更
新
さ
れ

て
お
ら
ず
、
国
か
ら
の
支
払

い
が
不
十
分
と
訴
え
た
。

　

保
健
省
は
、
ソ
ロ
カ
バ
と

マ
リ
リ
ア
以
外
の
病
院
に
は

難
病
な
ど
の
治
療
補
助
に

３
１
８
０
万
レ
を
払
っ
た
と

い
う
が
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
料
金
表

へ
の
言
及
は
避
け
て
い
る
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

の
１
３
日
の
発
表
に
よ
る

と
、
今
年
４
月
の
国
内
小
売

業
の
売
り
上
げ
は
前
月
比
で

１
％
、昨
年
同
月
比
で
は
１
・

９
％
上
昇
し
た
と
１
４
日
付

伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

３
月
ま
で
の
小
売
業
の
売

り
上
げ
は
、
前
月
比
で
２
カ

月
連
続
、
前
年
同
月
比
で
は

２
４
カ
月
連
続
で
減
少
を
記

録
し
て
い
た
。

　

今
年
４
月
の
好
結
果
は
、

３
月
に
始
ま
っ
た
勤
続
期
間

保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
凍

結
口
座
か
ら
の
資
金
引
き
出

し
解
禁
で
消
費
が
戻
っ
た
こ

と
と
、
復
活
祭
商
戦
の
好
成

績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
一
般
消
費
者
の
財
布
の

余
裕
は
ま
だ
小
さ
く
、
雇
用

の
回
復
の
遅
れ
が
消
費
を
左

右
し
て
い
る
。

　

４
月
の
調
査
結
果
で
目
を

引
く
の
は
、
好
結
果
が
全
て

の
商
業
部
門
に
広
が
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
だ
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
が
調
査
し
た
商

業
部
門
８
部
門
中
、
４
部
門

の
売
り
上
げ
は
前
年
割
れ
を

記
録
し
た
が
、
４
部
門
は
前

年
比
上
昇
を
記
録
し
た
。
上

昇
幅
が
一
番
大
き
か
っ
た
の

は
「
事
務
用
品
、
情
報
、
通

信
機
器
」
で
９
・
９
％
上
昇

し
た
。
下
げ
幅
が
一
番
大
き

か
っ
た
の
は
「
書
籍
、新
聞
、

雑
誌
、文
房
具
」で
、４
・１
％

減
少
だ
っ
た
。

　

全
体
で
見
れ
ば
若
干
の
上

昇
を
記
録
し
た
が
、
多
く
の

経
済
関
係
者
た
ち
は
消
費

回
復
に
慎
重
な
見
方
を
崩
さ

ず
、「
景
気
は
底
を
打
っ
た

が
、
回
復
は
漸
進
的
な
も
の

に
と
ど
ま
る
」
と
の
意
見
が

大
勢
だ
。

　

６
月
１
２
日
の
「
恋
人
の

日
」
商
戦
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に

よ
る
消
費
は
４
年
連
続
減

少
で
、
昨
年
比
で
は
マ
イ
ナ

ス
９
・
６
％
だ
っ
た
こ
と
も
、

経
済
関
係
者
の
悲
観
的
な
予

想
の
裏
づ
け
に
な
っ
て
い

る
。

停職処分が宙に浮く
　

フ
ァ
キ
ン
判
事
は
５
月

１
８
日
、
ア
エ
シ
オ
氏
と
姉

の
ア
ン
ド
レ
ア
氏
が
Ｊ
Ｂ
Ｓ

社
主
の
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ

チ
ス
タ
氏
に
２
０
０
万
レ
ア

ル
を
求
め
、
い
と
こ
の
フ
レ

デ
リ
コ
・
パ
シ
ェ
コ
氏
が
そ

れ
を
受
け
取
っ
た
と
さ
れ
る

件
で
、
ア
ン
ド
レ
ア
氏
と
パ

シ
ェ
コ
氏
へ
の
逮
捕
令
状
は

認
め
た
が
、
ア
エ
シ
オ
氏
へ

の
逮
捕
令
状
は
拒
み
、
停
職

命
令
を
出
し
た
。

　

ア
エ
シ
オ
氏
は
そ
の
暫
定

命
令
に
従
い
、
そ
れ
以
降
、

上
院
議
員
と
し
て
の
活
動
は

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
帰
国
し
て
い
た

検
察
庁
と
連
警
で
再
供
述
行
う

４
月
は
２
年
ぶ
り
の
前
年
比
増

今
後
の
回
復
は
不
透
明
の
予
想
も

追
い
つ
か
な
い
設
備
や
人
員

アエシオ
食 肉 問 題

Ｅ
Ｕ
、伯
国
の
対
応
に
苛
立
ち

（２）２０１７年 第４７７５号 ６月 １５日 （木曜日）

伯国小売り
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医い

療り
ょ
う

用よ
う

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
紹し

ょ
う

介か
い

日に

本ほ
ん

の
先せ

ん

端た
ん

医い

療り
ょ
う

に
目め

を
見み

張は

る

ＵＳＰで第
だい

１回
かい

日
にっ

伯
ぱく

学
がく

術
じゅつ

セミナー
　

こ
の
講こ

う

演え
ん

の
た
め
、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

の
永な

が

田た

恭き
ょ
う

介す
け

学が
く

長ち
ょ
うは

９
日か

に
、
同ど

う

大だ
い

学が
く

付ふ

属ぞ
く

病
び
ょ
う

院い
ん

の
松ま

つ

村む
ら

明あ
き
ら

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うは
８

ＨＳＣ
筑
つ く

波
ば

大
だ い

学
が く

「
次じ

世せ

代だ
い

の
癌が

ん

治ち

療り
ょ
う

」
報ほ

う

告こ
く

も

ＨＳＣの石
いし
川
かわ
理
り
事
じ
長
ちょう
、ＪＳＰＳの二

にの
宮
みや
顧
こ
問
もん
、筑

つく
波
ば
大
だい
学
がく
の永

なが
田
た
学
がく
長
ちょう
、ＵＳＰ医

い
学
がく
部
ぶ
のアルイシオ教

きょう

授
じゅ
、筑
つく
波
ば
大
だい
学
がく
付
ふ
属
ぞく
病
びょう
院
いん
の松
まつ
村
むら
病
びょう
院
いん
長
ちょう
（左
ひだり
から）

格
かく
式
しき
高
たか
いＵＳＰ医

い
学
がく
部
ぶ
の大
だい
会
かい
議
ぎ
室
しつ
で行
おこな
われた

　

筑つ
く

波ば

大だ
い

学が
く

（
永な

が

田た

恭き
ょ
う

介す
け

学が
く

長ち
ょ
う）
は
２
０
１
５
年ね

ん

４
月が

つ

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
と
、

昨さ
く

年ね
ん

９
月が

つ

に
は
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
、
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う）
と
協

き
ょ
う

定て
い

を
結む

す

ん
だ
。
そ
れ
ら
を

受う

け
、
聖せ

い

市し

の
Ｕ
Ｓ
Ｐ
医い

学が
く

部ぶ

大だ
い

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
９
日か

、

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

が
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
、
独ど

く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

「
日に

本ほ
ん

学が
く

術じ
ゅ
つ

振し
ん

興こ
う

会か
い

」（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
と

の
共

き
ょ
う

催さ
い

で「
第だ

い

１
回か

い

日に
っ

伯ぱ
く

学が
く

術じ
ゅ
つセ
ミ
ナ
ー
」を
行

お
こ
な
っ
た
。

医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

の
学が

く

生せ
い

な
ど
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
約や

く

７
０
人に

ん

が
Ｕ

Ｓ
Ｐ
医い

学が
く

部ぶ

の
大だ

い

会か
い

議ぎ

室し
つ

に
集あ

つ

ま
り
、
同ど

う

セ
ミ
ナ
ー

を
受じ

ゅ

講こ
う

し
た
。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

は
午ご

後ご

２
時じ

か
ら

始は
じ

ま
っ
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｐ
の
ヴ
ァ

ハ
ン
・
ア
ゴ
ピ
ア
ン
副ふ

く

学が
く

長ち
ょ
うや
ジ
ョ
ゼ
・
オ
タ
ビ
オ
・

コ
ス
タ
・
ア
ウ
レ
ー
ル
・
ジ
ュ

ニ
ア
医い

学が
く

部ぶ

長ち
ょ
う、
中な

か

前ま
え

隆た
か

博ひ
ろ

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

も

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

永な
が

田た

学が
く

長ち
ょ
う（
６
３
、
福ふ

く

井い

県け
ん

）
は
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
サ
ン
タ
ク

ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

と
Ｕ
Ｓ
Ｐ
と
の
協

き
ょ
う

定て
い

に
よ
り
お
互た

が

い
に
助た

す

け

合あ

い
発は

っ

展て
ん

し
合あ

え
た
ら
」
と

語か
た

っ
た
ほ
か
、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

に

を
リ
オ
市し

に
派は

遣け
ん

す
る
な
ど

活か
つ

躍や
く

を
見み

せ
た
。
今き

ょ

日う

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

は
記き

念ね
ん

す
べ
き
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
挨

あ
い
さ
つ

拶
し
た
。

　

午ご

後ご

３
時じ

頃ご
ろ

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うが
始は

じ

ま
り
、
永な

が

田た

学が
く

長ち
ょ
うは
「
ウ
ィ

ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
に
つ
い
て
英え

い

語ご

で
講こ

う

演え
ん

し
た
。
ウ
ィ
ル
ス
研け

ん

究
き
ゅ
う

の
な
か
で
も
、
当と

う

地ち

で
深し

ん

刻こ
く

な
被ひ

害が
い

を
も
た
ら
し
て
い
る

ジ
カ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
も

紹し
ょ
う

介か
い

し
た
。「
ジ
カ
に
つ
い

て
は
ま
だ
有ゆ

う

効こ
う

な
ワ
ク
チ
ン

が
な
い
が
、
日に

本ほ
ん

で
は
衛え

い

生せ
い

環か
ん

境き
ょ
うの
改か

い

善ぜ
ん

で
同ど

う

ウ
ィ
ル
ス

の
消

し
ょ
う

滅め
つ

を
成せ

い

功こ
う

さ
せ
た
例れ

い

が

つ
い
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　
　

中な
か

前ま
え

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

は
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス

病び
ょ
う

院い
ん

、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

、
Ｕ
Ｓ

Ｐ
ら
が
第だ

い

一い
っ

回か
い

目め

と
な
る
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
こ
と
に
祝い

わ

い
の
言

こ
と
ば

葉
を
述の

べ
、「
サ
ン

タ
・
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

は
伯は

っ

国こ
く

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

と
と
も

に
あ
る
。
昨さ

く

年ね
ん

の
リ
オ
五ご

輪り
ん

で
も
日に

ち

語ご

対た
い

応お
う

可か

能の
う

な
医い

師し

あ
る
。
ま
た
、
科か

学が
く

雑ざ
っ

誌し

Ｎ

ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
で
ジ
カ
ウ
ィ
ル

ス
に
対た

い

す
る
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くを
強

き
ょ
う

化か

す
る
ワ
ク
チ
ン
候こ

う

補ほ

例れ
い

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
」
と
語か

た

っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

の
活か

つ

動ど
う

や
在ざ

い

学が
く

・
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
功こ

う

績せ
き

、同ど
う

大だ
い

発は
つ

の
新し

ん

興こ
う

企き

業ぎ
ょ
う「
サ

イ
バ
ー
ダ
イ
ン
」
が
開か

い

発は
つ

し

た
医い

療り
ょ
う

用よ
う

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
な
ど
の
紹

し
ょ
う

介か
い

を
行

お
こ
な

っ
た
。

　

松ま
つ

村む
ら

明あ
き
ら

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
う（
６
２
、

東と
う

京き
ょ
う

都と

）
は
「
神し

ん

経け
い

疾し
っ

患か
ん

や
他た

の
疾し

っ

患か
ん

に
お
け
る
放ほ

う

射し
ゃ

線せ
ん

治ち

療り
ょ
うと
そ
の
将

し
ょ
う

来ら
い

」
に
つ

い
て
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

発は
っ

表ぴ
ょ
うで
は
、「
次じ

世せ

代だ
い

の

癌が
ん

治ち

療り
ょ
う」
と
し
て
「
ホ
ウ
素そ

中ち
ゅ
う

性せ
い

子し

補ほ

足そ
く

治ち

療り
ょ
う」
の
説せ

つ

明め
い

が
あ
っ
た
。
健け

ん

康こ
う

な
部ぶ

位い

ま
で
転て

ん

移い

し
た
癌が

ん

細さ
い

胞ぼ
う

の
み

「
伯は

っ

国こ
く

に
な
い
技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
共き

ょ
う

有ゆ
う

を
」

筑つ
く

波ば

か
ら
永な

が

田た

学が
く

長ち
ょ
う

、松ま
つ

村む
ら

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
う

Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

深し
ん

化か

に
意い

欲よ
く

講
こう
演
えん
中
ちゅう
の松
まつ
村
むら
病
びょう
院
いん
長
ちょう

講
こう
演
えん
会
かい
で挨

あい
拶
さつ
を述

の
べる筑

つく
波
ば
大
だい
学
がく
の永

なが

田
た
学
がく
長
ちょう

日か

に
来ら

い

伯は
く

し
た
。

　

４
回か

い

目め

の
来ら

い

伯は
く

と
な
っ
た

永な
が

田た

学が
く

長ち
ょ
うは
聖せ

い

市し

に
午ご

前ぜ
ん

５

時じ

頃ご
ろ

到と
う

着ち
ゃ
くし
、
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

の
開か

い

拓た
く

者し
ゃ

先せ
ん

没ぼ
つ

慰い

霊れ
い

碑ひ

と
日に

本ほ
ん

館か
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
献け

ん

花か

を
行

お
こ
な

っ
た
。
そ
の
後ご

、
パ

ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）
も
見け

ん

学が
く

し
、
平ひ

ら

田た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
館か

ん

長ち
ょ
うと
Ｊ
Ｈ
の
イ
ベ
ン
ト
で
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
提て

い

案あ
ん

し

た
。
１
１
日に

ち

に
は
石い

し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う

経け
い

営え
い

の
フ
ァ
ゼ
ン
ダ
・
ア

リ
ア
ン
サ
に
松ま

つ

村む
ら

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うと

視し

察さ
つ

に
赴お

も
むい
た
。

　

筑つ
く

波ば

大だ
い

学が
く

は
２
０
１
４
年ね

ん

８
月が

つ

に
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

と
連れ

ん

携け
い

・
協

き
ょ
う

定て
い

に
関か

ん

す
る
覚

お
ぼ
え

書が
き

を
交か

わ
し
、

さ
ら
に
翌よ

く

１
５
年ね

ん

４
月が

つ

に
Ｕ

Ｓ
Ｐ
と
提て

い

携け
い

を
結む

す

び
、
事じ

務む

所し
ょ

を
開か

い

設せ
つ

し
て
い
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

９
月が

つ

に
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

で

行お
こ
なわ
れ
た
『
つ
く
ば
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ク
』（
Ｔ

Ｇ
Ｓ
Ｗ
）
に
、
サ
ン
タ
ク
ル

ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
石い

し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うと
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

評ひ
ょ
う

議ぎ

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
佐さ

藤と
う

マ
リ
オ
渉

し
ょ
う

外が
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

が

参さ
ん

加か

し
、
連れ

ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

調ち
ょ
う

印い
ん

式し
き

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

協
き
ょ
う

定て
い

に
よ
っ
て
、
両

り
ょ
う

機き

関か
ん

の
医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

の
人じ

ん

材ざ
い

交こ
う

流り
ゅ
う、

研け
ん

究き
ゅ
う、
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つの
情

じ
ょ
う

報ほ
う

共き
ょ
う

有ゆ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。
そ
の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
既す

で

に
５
月が

つ

１
９

日に
ち

〜
６
月が

つ

１
日た

ち

ま
で
同ど

う

病
び
ょ
う

院い
ん

か
ら
脳の

う

神し
ん

経け
い

外げ

科か

の
西に

し

国こ
く

幸こ
う

四し

郎ろ
う

さ
ん
、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

部ぶ

長ち
ょ
うの

山や
ま

野の

ジ
ュ
リ
オ
さ
ん
を
同ど

う

大だ
い

学が
く

付ふ

属ぞ
く

病び
ょ
う

院い
ん

に
受う

け
入い

れ
、

人じ
ん

材ざ
い

交こ
う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

永な
が

田た

学が
く

長ち
ょ
うは
「
今こ

ん

後ご

の
具ぐ

体た
い

的て
き

な
活か

つ

動ど
う

は
こ
れ
か
ら
話は

な

し
合あ

っ
て
決き

め
る
が
、
伯は

っ

国こ
く

に
ま
だ
な
い
よ
う
な
技ぎ

術じ
ゅ
つを

共き
ょ
う

有ゆ
う

し
た
い
」
と
の
意い

欲よ
く

を

語か
た
っ
た
。

　

同ど
う

大だ
い

学が
く

は
伯は

っ

国こ
く

を
含ふ

く

め

１
２
カ
国こ

く

１
３
カ
所し

ょ

に
海か

い

外が
い

オ
フ
ィ
ス
を
持も

ち
、
現げ

ん

在ざ
い

約や
く

１
１
０
カ
国こ

く

か
ら
短た

ん

期き

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

９
０
０
人に

ん

を
含ふ

く

め
、

２
４
０
０
人に

ん

程て
い

度ど

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
受う

け
入い

れ
て
い
る
。

　

永な
が

田た

学が
く

長ち
ょ
うは
「
全ぜ

ん

学が
く

生せ
い

約や
く

１
万ま

ん

６
４
２
０
人に

ん

の
内う

ち

の

１
５
％
が
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

。
医い

学が
く

生せ
い

の
受う

け
入い

れ
は
言こ

と

葉ば

の
問も

ん

題だ
い

も
あ
り
難む

ず
か
し
い
が
、
こ
れ
か

ら
受う

け
入い

れ
ら
れ
れ
ば
」
と

説せ
つ

明め
い

し
た
。
伯は

っ

国こ
く

か
ら
は

科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つ

分ぶ
ん

野や

の
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

と
競

き
ょ
う

争そ
う

力り
ょ
く

強き
ょ
う

化か

を
目め

指ざ

す
伯は

っ

国こ
く

政せ
い

府ふ

の
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

プ
ロ

グ
ラ
ム
『
国こ

っ

境き
ょ
うな
き
科か

学が
く

』

（C
iencia Sem

 Fron-
teiras

）
を
利り

用よ
う

し
た
学が

く

生せ
い

が
約や

く

３
０
人に

ん

留り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
る

そ
う
。

　

す
で
に
リ
オ
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

、

聖せ
い

州し
ゅ
う

立り
つ

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
大だ

い

学が
く

、
パ
ラ
ー
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

、
ペ

ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

と
は

提て
い

携け
い

済ず

み
。
こ
れ
か
ら
サ
ン

パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｐ
）
と
提て

い

携け
い

を
結む

す

ぶ
予よ

定て
い

だ
そ
う
。

　

永な
が

田た

学が
く

長ち
ょ
うは
海か

い

外が
い

の
大だ

い

学が
く

と
の
提て

い

携け
い

を
推す

い

進し
ん

し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
筑つ

く

波ば

大だ
い

内な
い

の
国こ

く

際さ
い

性せ
い

の
日に

ち

常じ
ょ
う

化か

を
目め

指ざ

し
て
い
る
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

「
日に

本ほ
ん

は
教

き
ょ
う

育い
く

機き

関か
ん

に
限か

ぎ

ら

ず
閉へ

い

鎖さ

的て
き

。医い

療り
ょ
うを
は
じ
め
、

各か
く

分ぶ
ん

野や

で
持も

っ
て
い
る
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

な
ど
は
海か

い

外が
い

の
大だ

い

学が
く

と
ほ
と

ん
ど
同お

な

じ
。
海か

い

外が
い

に
出で

て
行い

く
こ
と
で
他た

国こ
く

や
他た

の
機き

関か
ん

か
ら
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

に
オ
フ
ァ
ー

を
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
る
」

と
語か

た
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
初は

つ

来ら
い

伯は
く

の
松ま

つ

村む
ら

病
び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うは
８
日か

午ご

前ぜ
ん

に
聖せ

い

市し

到と
う

着ち
ゃ
く

後ご

、
す
ぐ
に
サ
ン
タ
ク
ル

ス
病

び
ょ
う

院い
ん

内な
い

を
見け

ん

学が
く

し
た
。

　
「
ト
ヨ
タ
生せ

い

産さ
ん

方ほ
う

式し
き

を
取と

り
入い

れ
、
救

き
ゅ
う

急き
ゅ
う

受う
け

付つ
け

対た
い

応お
う

な
ど
患か

ん

者じ
ゃ

へ
の
対た

い

応お
う

を
迅じ

ん

速そ
く

に
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。
私

わ
た
し

達た
ち

の
病

び
ょ
う

院い
ん

に
は
ま
だ
採さ

い

用よ
う

さ
れ
て
い
な

い
」
と
評

ひ
ょ
う

価か

し
、「
サ
ン
タ
ク

ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

が
な
に
を
期き

待た
い

し

て
い
る
の
か
、
こ
ち
ら
は
な
に

が
で
き
る
の
か
を
話は

な

し
合あ

い

な
が
ら
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

を
決け

っ

定て
い

し
て
い
き
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

ま
た
、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

は
国こ

く

外が
い

か
ら
受う

け
入い

れ
て
い
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

数す
う

が
「
日に

本ほ
ん

で
２
番ば

ん

目め

に

多お
お

い
」
こ
と
に
も
触ふ

れ
、「
医い

学が
く

部ぶ

へ
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

は
少す

く

な
い

が
、
若わ

か

い
人ひ

と

同ど
う

士し

の
交こ

う

流り
ゅ
うは

良よ

い
こ
と
。
Ｕ
Ｓ
Ｐ
の
脳の

う

神し
ん

経け
い

外げ

科か

は
歴れ

き

史し

が
あ
り
、
こ

ち
ら
の
方ほ

う

が
教お

し

え
て
も
ら
え

る
の
で
は
と
期き

待た
い

し
て
い
る
」

と
語か

た
っ
た
。

を
破は

壊か
い

で
き
る
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
治ち

療り
ょ
う

法ほ
う

だ
。

　

癌が
ん

細さ
い

胞ぼ
う

の
み
に
蓄ち

く

積せ
き

す
る

ホ
ウ
素そ

入い

り
薬や

く

剤ざ
い

を
投と

う

与よ

し
、
中

ち
ゅ
う

性せ
い

子し

ビ
ー
ム
を
当あ

て

る
こ
と
で
ホ
ウ
素そ

が
反は

ん

応の
う

し

核か
く

反は
ん

応の
う

で
癌が

ん

細さ
い

胞ぼ
う

を
破は

壊か
い

で

き
る
た
め
、
他ほ

か

の
健け

ん

康こ
う

な
細さ

い

胞ぼ
う

を
傷き

ず

つ
け
る
こ
と
が
な

い
。現げ

ん

在ざ
い

は
全ぜ

ん

長ち
ょ
う

約や
く

７
メ
ー

ト
ル
の
同ど

う

治ち

療り
ょ
う

装そ
う

置ち

の
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
う

化か

開か
い

発は
つ

が
行お

こ
な

わ
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
同ど

う

大だ
い

学が
く

付ふ

属ぞ
く

病び
ょ
う

院い
ん

内な
い

の
設せ

つ

備び

な
ど
が

紹し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。

　

ほ
か
に
も
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の

二に
の

宮み
や

正ま
さ

人と

顧こ

問も
ん

に
よ
る
「
日に

っ

伯ぱ
く

の
関か

ん

係け
い

性せ
い

」、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
医い

Ｈ
Ｓ
Ｃ
石い

し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う

が
感か

ん

謝し
ゃ

「
伯は

っ

国こ
く

の
医い

療り
ょ
う

を
牽け

ん

引い
ん

し
た
い
」

石い
し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う（
７
９
、
二に

世せ
い

）
は
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
後あ

と

、「
無ぶ

事じ

終お

わ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

ほ
っ
と
し
た
様よ

う

子す

で
話は

な

し

た
。「
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

は
先せ

ん

生せ
い

方が
た

と
話は

な

し
合あ

っ
て
決き

め
る

が
、
今こ

年と
し

９
月が

つ

に
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

で
続つ

づ

け
て
行お

こ
な
わ
れ
る
ブ
ラ
ジ

ル
・
ウ
ィ
ー
ク
と
Ｔ
Ｇ
Ｓ
Ｗ

に
参さ

ん

加か

す
る
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
実じ

っ

際さ
い

に
使し

用よ
う

さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
見み

た
い
」
と
語か

た

っ
た
。

今こ
ん

回か
い

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

開か
い

催さ
い

に

つ
い
て
、「『
昨さ

く

年ね
ん

９
月が

つ

に
伯は

っ

国こ
く

で
の
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
し
て
く
だ

さ
い
』
と
話は

な

し
て
か
ら
す
ぐ

に
来き

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
学が

く

長ち
ょ
うと
病

び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うが
揃そ

ろ

っ
て
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
す
る
の
は
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

と
し
て
も
初は

じ

め
て
の
こ

と
と
聞き

き
ま
し
た
。
と
て
も

あ
り
が
た
い
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

学が
く

部ぶ

国こ
く

際さ
い

関か
ん

係け
い

委い

員い
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うの
ア
ル
イ
シ
オ
・
ア
ウ
グ

ス
ト
・
コ
ト
リ
ン
・
セ
グ
レ
ー

ド
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

が
「
ジ
カ
ウ
ィ
ル
ス

と
黄お

う

熱ね
つ

病び
ょ
う」、
同ど

う

学が
く

部ぶ

神し
ん

経け
い

学が
っ

科か

の
マ
ノ
エ
ル
・
ジ
ャ
コ

ブ
セ
ン
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

が
「
伯は

っ

国こ
く

の
大だ

い

学が
く

に
お
け

る
神し

ん

経け
い

学が
っ

科か

に
つ
い
て
」
を

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
た
元も

と

Ｕ

Ｓ
Ｐ
医い

学が
く

部ぶ

学が
く

生せ
い

の
上う

江え

津づ

カ
ー
チ
ャ
さ
ん
（
４
７
、
二に

世せ
い

）
は
協

き
ょ
う

定て
い

締て
い

結け
つ

に
つ
い

て
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
と
て
も

嬉う
れ

し
い
。
大だ

い

事じ

な
こ
と
」
と

語か
た

っ
た
。
上う

江え

津づ

さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
聴

ち
ょ
う

講こ
う

し
た
鈴す

ず

木き

ジ
ュ
リ

サンタクルス病
びょう
院
いん
の石
いし
川
かわ
理
り
事
じ
長
ちょう

　

将
し
ょ
う

来ら
い

の
活か

つ

動ど
う

に
つ
い
て
、

「
人じ

ん

材ざ
い

交こ
う

流り
ゅ
うや
技ぎ

術じ
ゅ
つ

交こ
う

換か
ん

を

進す
す

め
、
当と

う

病び
ょ
う

院い
ん

で
も
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

が
良よ

い
眼が

ん

科か

の
他ほ

か

に
も
脳の

う

神し
ん

経け
い

外げ

科か

、
ガ
ン
治ち

療り
ょ
うな
ど
の

分ぶ
ん

野や

も
ど
ん
ど
ん
向こ

う

上じ
ょ
うさ
せ

て
い
き
た
い
。
ゆ
く
ゆ
く
は

病び
ょ
う

院い
ん

設せ
つ

立り
つ

当と
う

時じ

の
よ
う
に

伯は
っ

国こ
く

の
医い

療り
ょ
う・
介か

い

護ご

分ぶ
ん

野や

を

牽け
ん

引い
ん

し
た
い
」
と
将

し
ょ
う

来ら
い

を
展て

ん

望ぼ
う

し
た
。

　

１
９
２
６
年ね

ん

設せ
つ

立り
つ

さ
れ
た

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

同ど
う

仁じ
ん

会か
い

が
、「
伯は

っ

国こ
く

で
暮く

ら
す
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
医い

学が
く

的て
き

治ち

療り
ょ
うと
衛え

い

生せ
い

の
手し

ゅ

段だ
ん

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
」
と

の
目も

く

的て
き

で
、
こ
の
病

び
ょ
う

院い
ん

を

１
９
３
９
年ね

ん

に
聖せ

い

市し

ヴ
ィ

ラ
・
マ
リ
ア
ナ
区く

に
落ら

く

成せ
い

し
、

当と
う

時じ

は
「
日に

本ほ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

」
と

呼よ

ば
れ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
「
サ
ン
タ
ク
ル
ス

病び
ょ
う

院い
ん

」
と
な
り
、
サ
ン
タ

ク
ル
ス
日に

っ

伯ぱ
く

慈じ

善ぜ
ん

協き
ょ
う

会か
い

が

運う
ん

営え
い

し
て
い
る
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
設せ

つ

立り
つ

当と
う

時じ

は
、
建け

ん

築ち
く

、
医い

療
り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

と
も
に
伯は

っ

国こ
く

の
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

と
言い

わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
職

し
ょ
く

員い
ん

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
っ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
１
３
９
の
個こ

室し
つ

と

２
床し

ょ
う

の
相あ

い

部べ

屋や

病び
ょ
う

室し
つ

が
あ

り
、
英え

い

・
日に

ち

・
ポ
語ご

で
の
患か

ん

者じ
ゃ

対た
い

応お
う

や
診し

ん

察さ
つ

な
ど
の
ほ

か
、
憩い

こ
い
の
園そ

の

や
こ
ど
も
の
そ

の
、
希き

望ぼ
う

の
家い

え

な
ど
に
診し

ん

察さ
つ

、
手し

ゅ

術じ
ゅ
つな
ど
と
い
っ
た
無む

料り
ょ
うの
医い

療り
ょ
う

支し

援え
ん

、
健け

ん

康こ
う

診し
ん

断だ
ん

な
ど
を
行お

こ
な
い
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
寄よ

り
添そ

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提て
い

供き
ょ
うし
続つ

づ

け
て
い
る
。

最
さい
先
せん
端
たん
の医

い
療
りょう
設
せつ
備
び
を誇

ほこ
った、１９３９年

ねん
の落

らく
成
せい
当
とう

時
じ
の「日

に
本
ほん
病
びょう
院
いん
」時

じ
代
だい
（『サンタクルス病

びょう
院
いん
の歴

れき

史
し
』サンタクルス日

にっ
伯
ぱく
慈
じ
善
ぜん
協
きょう
会
かい
、２０１７年

ねん
より）

ア
ナ
さ
ん
（
３
０
、
二に

世せ
い

）

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

で
薬や

く

学が
く

を
学ま

な

ん
だ
。「
職

し
ょ
く

場ば

で
薬や

く

品ひ
ん

の
副ふ

く

作さ

用よ
う

な
ど
を
研け

ん

究き
ゅ
うし
て
い
る
。
永な

が

田た

学が
く

長
ち
ょ
う

の
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
の
発は

っ

表ぴ
ょ
うが
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

か
っ
た
」
と
話は

な

し
た
。
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